大型考古資料のその場分析のためのポータブル粉末X線回折装置の開発
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　文化財のように破壊や移動が困難な試料の分析では，ポータブル蛍光X線分析装置が既に実用化され元素分析で威力を発揮している．結晶物質の同定には、Ｘ線回折法が有用であることから角度分散のポータブルX線回折装置も著者らにより実用化されている。ところが，壁画など巨大な試料に対しては、角度分散では複雑な駆動機構が必要なため機動性等の点で十分とは言えない。

そこで本研究では・・・・・・
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